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戦
争
反
対
の
闘
い
の
最
先
頭

に
立
つ
！
　
そ
れ
が
大
恐
慌

と
戦
争
の
時
代
へ
の
全
学
連

の
回
答
で
す
。
民
主
労
総
の

ゼ
ネ
ス
ト
と
連
帯
し
、
７
・

15
国
会
闘
争
に
決
起
し
よ

う
！
」
と
元
気
い
っ
ぱ
い
に

訴
え
た
。

　
全
学
連
・
斎
藤
郁
真
委
員

長
の
音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
を
行
い
、
デ
モ
に
出
発
。

「
戦
争
反
対
！
」「
安
倍
倒

せ
！
」
の
コ
ー
ル
が
都
心
に

鳴
り
響
き
、
沿
道
の
人
び
と

は
デ
モ
に
大
注
目
し
た
。

　
戦
争
法
阻
止
の
国
会
決
戦

は
最
大
の
決
戦
局
面
を
迎
え

た
。
労
働
者
民
衆
の
怒
り
は

す
で
に
臨
界
点
を
超
え
、
日

本
中
の
街
頭
や
職
場
で
膨
大

な
人
び
と
が
行
動
を
開
始
し

て
い
る
。
安
倍
は
追
い
詰
め

ら
れ
な
が
ら
、
６
月
26
日
の

衆
院
特
別
委
員
会
で
つ
い
に

安
保
関
連
法
の
最
大
の
狙
い

が
朝
鮮
半
島
有
事
へ
の
軍
事

介
入
に
あ
る
こ
と
を
認
め

た
。
さ
ら
に
７
月
３
日
の
同

委
員
会
で
は
、
朝
鮮
半
島
有

事
が
「
存
立
危
機
事
態
」
に

相
当
す
る
と
明
言
し
た
。
安

倍
は
こ
の
朝
鮮
侵
略
戦
争
法

案
の
成
立
に
向
け
て
、
15
日

に
特
別
委
員
会
で
採
決
を
強

行
し
、
直
後
に
も
衆
院
通
過

を
狙
っ
て
い
る
。

　
全
学
連
と
労
組
交
流
セ
ン

タ
ー
の
呼
び
か
け
る
７
・
15

国
会
包
囲
大
闘
争
は
、
ま
さ

に
歴
史
的
な
大
決
戦
と
な
っ

た
。
韓
国
・
民
主
労
総
の
７

・
15
第
２
次
ゼ
ネ
ス
ト
と
連

帯
し
、
万
余
の
怒
り
で
国
会

を
包
囲
し
よ
う
。
戦
争
法
案

の
採
決
強
行
を
絶
対
に
阻
止

し
、
安
倍
を
打
倒
し
よ
う
！

現代革命
への挑戦

「安倍をともに倒そう！大集会」をかちとり、決意新たに団結ガンバロー（７月５日　虎ノ門・ニッショーホール）

　
各
界
か
ら
の
発
言
と
し

て
、
最
初
に
動
労
千
葉
の
田

中
康
宏
委
員
長
が
、
Ｊ
Ｒ
採

用
差
別
事
件
に
つ
い
て
最
高

裁
が
上
告
棄
却
の
反
動
決
定

を
行
っ
た
こ
と
を
報
告
し

た
。
田
中
委
員
長
は
最
高
裁

を
徹
底
弾
劾
し
、「
闘
い
は

こ
れ
か
ら
だ
」
と
力
強
く
宣

言
し
た
。（
２
面
に
発
言
）

　
動
労
水
戸
の
照
沼
靖
功
特

別
執
行
委
員
は
、
常
磐
線
全

線
開
通
を
狙
う
政
府
・
Ｊ
Ｒ

と
被
曝
労
働
拒
否
で
闘
う
決

意
を
表
明
。
自
治
体
労
働
者

の
仲
間
は
職
場
で
闘
う
労
組

権
力
の
樹
立
に
挑
戦
し
て
き

た
こ
と
を
報
告
し
た
。

　
さ
ら
に
都
政
を
革
新
す
る

会
の
北
島
邦
彦
さ
ん
、
婦
人

民
主
ク
ラ
ブ
全
国
協
議
会
の

川
添
望
さ
ん
、
高
校
生
が
そ

れ
ぞ
れ
決
意
表
明
し
た
。
最

後
に
全
学
連
副
委
員
長
の
作

部
羊
平
さ
ん
（
京
都
大
学
同

学
会
書
記
長
）
が
「
学
生
が

動
労
千
葉
な
ど
各
界
か
ら
発
言

高
濃
度
放
射
能
汚
染
の
現
実

や
避
難
住
民
の
生
活
実
態
を

暴
露
し
「
こ
ん
な
状
態
を
許

し
て
お
け
る
か
。
安
倍
は
仮

設
住
宅
に
住
ん
で
み
ろ
！
」

と
怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
た
。

「東
京
宣
言
」を
鈴
木
弁
護
士
が

し
た
。
水
島
さ
ん
は
「
労
働

者
が
ゼ
ネ
ス
ト
で
闘
う
こ
と

こ
そ
辺
野
古
基
地
建
設
と
戦

争
を
止
め
る
道
だ
」
と
ア
ピ

ー
ル
。
杉
井
さ
ん
は
福
島
の

　
休
憩
を
は
さ
ん
で
後
半
、

主
催
団
体
代
表
呼
び
か
け
人

の
鈴
木
達
夫
弁
護
士
が
「
戦

争
法
と
憲
法
改
悪
を
許
さ
な

い
東
京
宣
言
」
を
読
み
上
げ

た
。
鈴
木
さ
ん
の
力
強
い
提

起
に
参
加
者
一
同
が
大
き
な

拍
手
で
応
え
た
。

　
特
別
報
告
と
し
て
、
西
川

重
則
さ
ん
（
と
め
よ
う
戦
争

へ
の
道
！
百
万
人
署
名
運
動

事
務
局
長
）、
沖
縄
か
ら
水

島
満
久
さ
ん
（
元
全
駐
労
沖

縄
地
方
本
部
マ
リ
ン
支
部
副

委
員
長
）、
福
島
か
ら
杉
井

吉
彦
さ
ん
（
ふ
く
し
ま
共
同

診
療
所
医
師
）
が
そ
れ
ぞ
れ

発
言
し
た
。
国
会
傍
聴
を
16

年
間
続
け
て
き
た
西
川
さ
ん

は
、「
安
保
関
連
法
は
戦
後

最
悪
の
戦
争
法
。
憲
法
を
踏

み
に
じ
る
安
倍
首
相
に
国
家

権
力
の
最
高
の
地
位
に
と
ど

ま
る
資
格
は
な
い
」
と
弾
劾

次
々
と
安
倍
の
う
そ
を
暴

き
、
最
後
に
「
安
保
関
連
法

を
な
ん
と
し
て
も
阻
止
し
、

安
倍
う
そ
政
権
を
倒
し
ま
し

ょ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
の
松
元
ヒ

ロ
さ
ん
は
、「
す
べ
て
ア
ベ

コ
ベ
」
と
題
す
る
コ
ン
ト
で

安
倍
政
治
を
鋭
く
風
刺
し
、

会
場
に
大
き
な
笑
い
と
歓
声

を
巻
き
起
こ
し
た
。

城
臺
美
彌
子
（
じ
ょ
う
だ
い

み
や
こ
）
さ
ん
が
、「
傲
慢

（
ご
う
ま
ん
）
な
安
倍
を
昨

年
に
も
増
し
て
弾
劾
す
る
」

と
題
し
て
怒
り
あ
ふ
れ
る
ア

ピ
ー
ル
を
行
っ
た
。「
安
倍

を
今
す
ぐ
引
き
ず
り
降
ろ
す

た
め
に
、
み
ん
な
で
が
ん
ば

り
ま
し
ょ
う
！
」
と
の
訴
え

に
会
場
が
大
き
な
拍
手
で
応

え
た
。（
２
面
に
高
山
さ

ん
、
城
臺
さ
ん
、
シ
ー
ハ
ン

さ
ん
の
発
言
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
要
旨
を
掲
載
）

　
九
州
大
学
名
誉
教
授
の
斎

藤
文
男
さ
ん
（
憲
法
学
）
が

「
安
倍
を
引
き
倒
す
時
が
来

た
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ

た
。「
安
倍
の
国
会
で
の
主

張
は
、
う
そ
八
百
で
国
民
を

だ
ま
す
政
治
の
最
た
る
も
の

だ
。
一
つ
に
、『
集
団
的
自

衛
権
の
限
定
的
な
容
認
』
と

い
う
う
そ
。
限
定
や
条
件
な

ど
つ
く
わ
け
が
な
い
。
二
つ

に
、
政
府
は
中
東
か
ら
の
原

油
輸
入
が
減
少
し
た
ら
自
衛

の
た
め
に
武
力
行
使
で
き
る

と
い
う
。
と
ん
で
も
な
い
。

か
つ
て
『
自
存
自
衛
』
と
称

し
て
太
平
洋
戦
争
を
起
こ
し

た
の
と
同
じ
だ
。
三
つ
に
、

日
米
同
盟
で
抑
止
力
を
高
め

て
国
民
の
命
を
守
る
と
い

う
。
だ
が
ア
メ
リ
カ
と
と
も

に
対
テ
ロ
戦
争
を
や
れ
ば
テ

ロ
を
防
げ
る
か
。
ま
っ
た
く

逆
だ
」
―
―
斎
藤
さ
ん
は

を
超
え
た
と
い
う
が
、
た
っ

た
３
日
間
の
審
議
で
戦
後
を

全
否
定
す
る
と
い
う
こ
と

だ
。
私
た
ち
は
こ
れ
を
絶
対

に
許
さ
な
い
！
」
と
決
意
を

こ
め
て
訴
え
た
。

　
続
い
て
、
息
子
を
イ
ラ
ク

戦
争
で
奪
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ

の
「
反
戦
の
母
」
シ
ン
デ
ィ

・
シ
ー
ハ
ン
さ
ん
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
上
映
さ
れ
、

前
日
に
届
い
た
連
帯
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
代
読
さ
れ
た
。
戦
争

と
帝
国
主
義
を
弾
劾
し
、
労

働
者
民
衆
の
国
際
連
帯
を
熱

烈
に
訴
え
る
シ
ー
ハ
ン
さ
ん

の
ア
ピ
ー
ル
に
、
会
場
全
体

が
奮
い
立
っ
た
。

　
昨
年
の
８
・
９
長
崎
平
和

祈
念
式
典
で
、
安
倍
の
面
前

で
７
・
１
閣
議
決
定
を
「
暴

挙
」
と
弾
劾
し
た
被
爆
者
・

大
集
会
に
駆
け
つ
け
た
。
会

場
の
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
は

集
会
開
始
前
か
ら
座
席
が
ぎ

っ
し
り
と
埋
ま
り
、
会
場
か

ら
あ
ふ
れ
る
大
盛
況
と
な
っ

た
。

　
プ
レ
企
画
と
し
て
、「
戦

争
か
ら
革
命
へ
」
と
題
す
る

ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
、
無
実

の
星
野
文
昭
さ
ん
奪
還
の
決

意
を
こ
め
全
員
で
「
ソ
リ
ダ

リ
テ
ィ
」
を
合
唱
し
た
後
、

集
会
が
始
ま
っ
た
。
司
会
は

弁
護
士
の
藤
田
城
治
さ
ん
と

全
学
連
の
洞
口
朋
子
さ
ん
が

務
め
た
。

安
倍
政
権
撃
つ
講
演
や
コ
ン
ト

い
る
。
審
議
時
間
が
80
時
間

　
冒
頭
、
主
催
団
体
の
代
表

呼
び
か
け
人
の
高
山
俊
吉
弁

護
士
（
憲
法
と
人
権
の
日
弁

連
を
め
ざ
す
会
代
表
）
が
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
。
高
山
さ

ん
は
「
国
会
で
戦
争
法
案
の

委
員
会
採
決
、
衆
院
本
会
議

で
の
採
決
が
直
近
に
迫
っ
て

　
安
倍
政
権
が
７
月
中
旬
に

も
安
保
関
連
法
＝
戦
争
法
の

衆
院
採
決
強
行
を
狙
う
緊
迫

し
た
情
勢
の
た
だ
中
で
、
こ

の
暴
挙
を
絶
対
に
阻
止
す
る

固
い
決
意
を
み
な
ぎ
ら
せ
、

全
国
各
地
か
ら
労
働
者
、
学

生
、
市
民
が
続
々
と
７
・
５

　
７
月
５
日
、
東
京
・
虎
ノ
門
の
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
「『
７
・
１
閣
議
決
定
』

１
周
年
／
改
憲
・
戦
争
・
原
発
・
首
切
り
の
安
倍
を
と
も
に
倒
そ
う
！
７
・
５
大
集
会
」（
主
催

／
許
す
な
改
憲
！
大
行
動
）
に
、
会
場
を
あ
ふ
れ
る
１
５
３
０
人
が
結
集
し
た
。
集
会
で
は
「
戦

争
法
と
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
東
京
宣
言
」（
２
面
に
全
文
）
が
採
択
さ
れ
、
全
世
界
に
向
け
て

高
ら
か
に
発
せ
ら
れ
た
。
集
会
後
、
虎
ノ
門
か
ら
新
橋
、
銀
座
・
数
寄
屋
橋
を
通
っ
て
東
京
駅
手

前
の
鍛
冶
橋
ま
で
「
戦
争
法
絶
対
阻
止
！
安
倍
倒
せ
」
の
声
を
と
ど
ろ
か
せ
デ
モ
が
行
わ
れ
た
。

デ
モ
隊
は
「
戦
争
反
対
！

　
安
倍
倒
せ
！
」
の
力
強
い
コ
ー
ル
を
響
か
せ
、
都
心
を
席
巻
し
た
（
港
区
・
新
橋
）

高
山
俊
吉
さ
ん

城
臺
美
彌
子
さ
ん

斎
藤
文
男
さ
ん

７月４日ソウルで、民主労総と韓国労総が共同して製造業部門と公共・金融部門
の二つの集会を開催し、計３万人が集まった。共同闘争は約20年ぶり。写真は公
共部門集会で映像により７・15ゼネストを訴えるハンサンギュン民主労総委員長

韓国で20年ぶりの大ゼネストへ

▼大阪・高槻植木団地裁判
／青年が堂々陳述▼全学連
が国会前で抗議、昼休みに
法大デモ▼東京で民主労総
ゼネスト連帯集会が大成功

７
〜
８
月
革
共
同
政
治
集
会

国
鉄
決
戦
と
国
際
連
帯
で
安
保
法
制
粉
砕
し

安
倍
政
権
打
倒
！
ゼ
ネ
ス
ト
-革
命
勝
利
へ

〈東京〉

８
月
２
日（
日
）午
前
11
時
30
分
開
場

（
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
１
―
19
―
１
）

豊
島
公
会
堂

〈関西〉

７
月
26
日（
日
）正
午
開
場 

午
後
１
時
開
会

（
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
２
―
12
―
31
）

大
阪
市
立
中
央
会
館
ホ
ー
ル

〈東北〉

７
月
26
日（
日
）正
午
開
場 

午
後
０
時
30
分
開
会

（
仙
台
市
青
葉
区
大
町
２
―
12
―
１
）

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館
・
展
示
ホ
ー
ル

７・
15
国
会
包
囲
大
闘
争

（
午
前
11
時
30
分
　
日
比
谷
公
園
霞
門
集
合
）

（
衆
議
院
第
２
議
員
会
館
前
）

主
催
　
全
日
本
学
生
自
治
会
総
連
合
／
全
国
労
働
組
合
交
流
セ
ン
タ
ー

７
月
15
日（
水
）午
前
９
時
〜
終
日 

国
会
前
座
り
込
み

　
正
午 

霞
が
関
デ
モ

　
午
後
３
時
〜
５
時 

国
会
前
集
会

７・15国会包囲大闘争へ
戦
争
法
案
阻
止
・
安
倍
政
権
倒
せ

７・
５

東 

京

1530
人
が
虎
ノ
門
集
会
と
銀
座
デ
モ
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戦争法と憲法改悪を
許さない！東京宣言

　
７
・
５
大
集
会
は
、
安
倍
を
倒
し
て
戦
争
と
改
憲
を
絶
対
阻
止
す
る
熱
意
に
あ
ふ
れ
た
。
集
会
の
主
な
発
言
の

要
旨
と
、
集
会
で
採
択
さ
れ
た
「
戦
争
法
と
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
東
京
宣
言
」
を
紹
介
し
ま
す
。（
編
集
局
）

集会の最後に、全発言者と学生が登壇し戦争法案阻止・安倍打倒の決意をこめて団結ガンバロー
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で
す
。

（
５
）
自
民
党
は
、
来
年
の

参
議
院
選
挙
を
経
て
、
明
文

改
憲
の
第
１
回
国
民
投
票
と

し
て
「
緊
急
事
態
条
項
」
新

設
案
を
出
す
と
言
っ
て
い
ま

す
。
政
局
は
激
動
し
て
い
ま

す
が
、
安
倍
政
権
と
私
た
ち

と
の
未
来
を
か
け
た
決
戦
は

す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
桜
井
よ
し
こ
や
葛
西
敬
之

（
Ｊ
Ｒ
東
海
名
誉
会
長
）
ら

が
「
美
し
い
日
本
の
憲
法
１

０
０
０
万
人
賛
同
署
名
」
運

動
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
自
民
党
青
年
局
が
３
０

０
万
枚
の
ビ
ラ
を
用
意
し
て

「
二
度
と
戦
争
を
起
こ
さ
な

い
た
め
の
抑
止
力
」
な
ど
と

叫
ん
で
一
斉
に
街
頭
に
出
ま

し
た
が
、
大
勢
の
人
々
が
包

囲
し
て
退
散
さ
せ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
次
の
３
本
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
「
戦
争

絶
対
反
対
！
　
許
す
な
改

憲
！
　
１
０
０
０
万
人
署
名

運
動
」
を
始
め
ま
す
。
改
憲

絶
対
反
対
の
声
が
職
場
と
街

頭
に
あ
ふ
れ
る
状
況
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

　
◎
沖
縄
・
福
島
の
怒
り
と

と
も
に
、
安
倍
政
権
を
倒
そ

う
！

　
◎
労
働
運
動
を
よ
み
が
え

ら
せ
、
憲
法
改
悪
を
阻
も

う
！

　
◎
国
境
を
越
え
た
人
々
の

連
帯
で
、
戦
争
を
阻
止
し
よ

う
！

　
民
主
労
総
の
第
２
次
ゼ
ネ

ス
ト
と
連
帯
し
、
戦
争
法
案

を
阻
止
す
る
７
・
15
国
会
闘

争
に
全
力
で
決
起
し
、
７
月

国
会
決
戦
を
闘
い
抜
こ
う
。

そ
し
て
安
倍
を
迎
え
撃
つ
８

・
６
ヒ
ロ
シ
マ
―
８
・
９
ナ

ガ
サ
キ
闘
争
、「
70
年
安
倍

談
話
」
粉
砕
の
８
・
15
闘
争

を
と
も
に
闘
お
う
。

「
７
・
１
閣
議
決
定
」
一
周

年
　
改
憲
・
戦
争
・
原
発
・

首
切
り
の
安
倍
を
と
も
に
倒

そ
う
！
大
集
会

阻
止
し
、
地
域
住
民
・
原
発

労
働
者
の
決
起
を
生
み
だ
そ

う
と
し
て
い
ま
す
。

（
４
）
ギ
リ
シ
ャ
を
は
じ
め

世
界
を
覆
う
大
恐
慌
は
い
よ

い
よ
深
ま
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

・
中
東
・
東
ア
ジ
ア
か
ら
世

界
戦
争
・
核
戦
争
の
危
機
が

迫
っ
て
い
ま
す
。

　
韓
国
の
民
主
労
総
が
、
パ

ク
ク
ネ
政
権
打
倒
の
第
２
次

ゼ
ネ
ス
ト
を
７
月
15
日
に
決

行
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

民
の
闘
い
も
沸
騰
し
て
い
ま

す
。
次
の
２
点
を
す
べ
て
の

皆
さ
ん
と
確
認
し
た
い
。

　
ひ
と
つ
は
、
戦
争
は
、
一

握
り
の
支
配
階
級
の
利
益
の

た
め
だ
け
に
行
わ
れ
る
と
い

う
こ
と
。
そ
し
て
こ
の
戦
争

を
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
労
働
者
階
級
人
民
で
あ

る
こ
と
。
職
場
で
闘
い
、
団

結
を
つ
く
り
、
労
働
運
動
を

よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
。
そ
し

て
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
自

治
会
旗
の
も
と
に
学
生
は
団

結
し
、
戦
争
絶
対
反
対
の
先

頭
に
立
と
う
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、「
自
国

政
府
打
倒
」
の
国
際
連
帯
。

労
働
者
人
民
は
世
界
的
に
一

つ
で
す
。
国
境
も
領
土
も
存

在
し
ま
せ
ん
。
排
外
主
義
と

国
益
主
義
に
打
ち
勝
っ
て
、

人
民
を
殺
し
殺
さ
れ
る
関
係

に
追
い
込
む
自
分
の
国
の
政

府
を
、
そ
れ
ぞ
れ
で
倒
す
。

日
・
米
・
韓
の
労
働
者
人
民

の
連
帯
、
と
り
わ
け
韓
国
民

主
労
総
と
の
連
帯
が
決
定
的

キ
ニ
・
フ
ク
シ
マ
・
沖
縄
の

苦
し
み
と
怒
り
、
１
９
４
７

年
２
・
１
ゼ
ネ
ス
ト
敗
北
を

乗
り
越
え
よ
う
と
苦
闘
し
続

け
る
労
働
者
階
級
の
誇
り
が

あ
り
ま
す
。
ま
さ
し
く
「
安

倍
と
資
本
家
の
た
め
に
死
ん

で
た
ま
る
か
！
」
で
す
。

　
戦
後
最
大
の
労
働
者
攻
撃

で
あ
っ
た
新
自
由
主
義
に
よ

る
国
鉄
分
割
・
民
営
化
を
ス

ト
ラ
イ
キ
で
打
ち
破
っ
た
動

労
千
葉
は
、
団
結
を
強
化

憲
」
と
し
た
東
京
地
裁
判
決

を
覆
す
こ
と
を
約
束
し
て
出

さ
れ
た
の
が
、
こ
の
最
高
裁

判
決
で
す
。
こ
ん
な
も
の
に

す
が
っ
て
戦
争
法
の
成
立
を

も
く
ろ
む
安
倍
政
権
は
、
即

刻
倒
す
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

（
３
）
私
た
ち
は
、
ま
す
ま

す
強
く
何
度
で
も
「
戦
争
絶

対
反
対
」
を
叫
び
ま
す
。
あ

の
第
２
次
世
界
大
戦
で
奪
わ

れ
た
日
本
人
民
３
１
０
万
・

ア
ジ
ア
人
民
２
０
０
０
万
の

命
の
無
念
。
そ
れ
を
引
き
継

い
で
戦
争
責
任
を
問
い
、
生

し
、
今
や
外

注
化
・
民
営

化
と
安
全
破

壊
に
真
っ
向

か
ら
立
ち
向

か
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
動

労
水
戸
は
、

福
島
第
一
原

発
事
故
の
放

射
能
被
曝
列

車
運
行
を
ス

ト
ラ
イ
キ
で

青
年
・
学
生
が
解
放
的
に
デ
モ

き
る
た
め
に
戦
後

革
命
に
決
起
し
た

労
働
者
人
民
。
こ

の
不
退
転
の
思
い

と
闘
い
が
、
戦
後

革
命
は
未
完
に
終

わ
っ
た
と
は
い

え
、
憲
法
９
条

「
戦
争
放
棄
」
を

支
配
者
に
強
制
し

て
い
っ
た
の
で

す
。

　
安
倍
ら
右
翼
フ

ァ
シ
ス
ト
に
と
っ

て
は
、
こ
こ
に
は

じ
ま
る
戦
後
史
は

「
屈
辱
、
堕
落
の

戦
後
レ
ジ
ー
ム
」

と
し
て
「
脱
却
」

す
べ
き
も
の
で
し

か
な
い
。
だ
が
、

そ
れ
は
戦
後
社
会

に
生
き
て
き
た
人

民
の
「
命
と
生

活
」
の
価
値
観
と

真
っ
向
か
ら
衝
突

す
る
。
ヒ
ロ
シ
マ

・
ナ
ガ
サ
キ
・
ビ

島
有
事
も
存
立
危
機
事
態
と

し
て
判
断
で
き
る
」
と
明
言

し
て
い
ま
す
。

（
２
）
こ
う
し
た
戦
争
法
を

「
憲
法
違
反
」
と
明
言
し
た

憲
法
学
者
の
国
会
証
言
は
、

安
倍
政
権
に
痛
打
を
浴
び
せ

ま
し
た
。
追
い
込
ま
れ
た
安

倍
が
唯
一
す
が
り
つ
い
て
い

る
の
が
、
１
９
５
９
年
の
砂

川
事
件
最
高
裁
判
決
で
す
。

田
中
耕
太
郎
最
高
裁
長
官
が

駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
と
密
談

を
重
ね
、「
駐
留
軍
は
違

戦
争
法
と
憲
法
改
悪
を
許
さ

な
い
東
京
宣
言

　
　
２
０
１
５
年
７
月
５
日

　
日
本
全
国
・
全
世
界
の
皆

さ
ん
へ
。

　「
命
と
生
活
」
の
た
め

に
、
い
ま
世
界
中
で
人
々
が

闘
い
に
立
ち
上
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
日
本
の
私
た

ち
は
、
安
倍
政
権
に
よ
る
憲

法
改
悪
と
戦
争
法
を
絶
対
に

許
さ
な
い
闘
い
の
真
っ
た
だ

中
で
す
。
世
界
で
最
も
危
険

な
右
翼
軍
国
主
義
者
と
警
戒

さ
れ
て
い
る
日
本
国
首
相
・

安
倍
晋
三
。
国
会
は
連
日
万

余
の
人
民
に
包
囲
さ
れ
、
ま

た
安
倍
は
「
慰
霊
の
日
」
の

沖
縄
か
ら
怒
号
の
中
で
追
い

返
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
そ
の
安
倍
政
権
と
人
民

と
の
日
本
戦
後
史
の
結
着
を

つ
け
る
闘
い
に
、
ゼ
ネ
ス
ト

に
決
起
す
る
韓
国
民
主
労
総

80
万
労
働
者
に
限
り
な
く
励

ま
さ
れ
な
が
ら
突
入
し
て
い

ま
す
。

（
１
）
戦
争
放
棄
の
憲
法
９

条
を
踏
み
に
じ
り
、
集
団
的

自
衛
権
行
使
を
認
め
た
閣
議

決
定
か
ら
１
年
が
経
ち
ま
し

た
。
安
倍
政
権
は
、
国
会
会

期
を
戦
後
最
長
の
95
日
間
延

長
し
て
ま
で
11
本
の
戦
争
法

案
の
成
立
を
た
く
ら
ん
で
い

ま
す
。

　
と
き
の
内
閣
が
「
我
が
国

と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国

に
対
す
る
攻
撃
」
と
認
め
さ

え
す
れ
ば
、「
憲
法
９
条
の

も
と
で
許
さ
れ
る
自
衛
の
措

置
」
と
言
い
な
が
ら
、
自
衛

隊
が
地
球
上
ど
こ
で
も
武
力

行
使
が
で
き
る
。
し
か
も
、

そ
の
「
他
国
」
と
は
「
北
朝

鮮
以
外
は
排
除
し
な
い
」
と

岸
田
外
相
が
国
会
で
答
弁

し
、
安
倍
首
相
は
「
朝
鮮
半

東
京
宣
言
を
読
み
上
げ

る
鈴
木
達
夫
弁
護
士

の
意
思
に
基
づ
い
て
策
定
さ

れ
た
こ
と
を
、
明
確
に
地
裁

・
高
裁
に
判
断
さ
せ
ま
し

た
。
東
京
高
裁
判
決
か
ら
１

年
９
カ
月
、
こ
の
重
い
事
実

を
前
に
お
そ
ら
く
最
高
裁
は

ぐ
ら
ぐ
ら
に
な
り
な
が
ら
、

結
局
、
真
実
を
す
べ
て
葬
り

去
っ
た
。
そ
の
判
断
が
、
１

枚
の
棄
却
決
定
に
込
め
ら
れ

た
と
私
は
見
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
今
、
僕
ら
が
立

ち
向
か
お
う
と
し
て
い
る
問

題
と
完
全
に
ひ
と
つ
で
す
。

戦
争
を
す
る
た
め
に
は
、
解

雇
撤
回
を
求
め
て
労
働
組
合

が
闘
い
を
継
続
し
て
い
る
こ

と
は
許
さ
な
い
。
そ
れ
が
、

棄
却
決
定
に
込
め
ら
れ
た
意

思
だ
と
思
い
ま
す
。
全
国
の

仲
間
た
ち
が
汗
と
涙
で
集
め

て
く
れ
た
10
万
筆
の
署
名
を

最
高
裁
に
提
出
し
て
か
ら
わ

ず
か
２
週
間
後
に
、
こ
の
決

定
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
闘
い
を
や
め
な

い
、
闘
い
の
旗
を
降
ろ
さ
な

い
。
い
や
、
む
し
ろ
闘
い
は

こ
れ
か
ら
で
す
。
国
鉄
分
割

・
民
営
化
の
狙
い
は
、
国
鉄

労
働
運
動
を
つ
ぶ
し
、
総
評

を
つ
ぶ
し
、
社
会
党
を
つ
ぶ

し
て
、「
立
派
な
憲
法
」
を

安
置
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
ま

さ
に
こ
の
こ
と
が
今
、
問
題

に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

戦
争
は
絶
対
に
止
め
る
。

　
Ｊ
Ｒ
の
職
場
で
は
、
す
べ

て
の
労
働
者
を
非
正
規
職
に

突
き
落
と
し
、
す
べ
て
を
委

託
・
外
注
化
す
る
第
２
の
分

割
・
民
営
化
攻
撃
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
派
遣
法

の
抜
本
改
悪
と
ま
っ
た
く
同

じ
で
す
。
国
鉄
で
貫
徹
す
る

こ
と
で
全
労
働
者
を
突
き
落

と
そ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
安
倍
は
６
月
26
日
、
Ｕ
Ａ

ゼ
ン
セ
ン
の
会
長
を
極
秘
に

呼
び
つ
け
、
安
保
法
制
に
つ

い
て
２
時
間
議
論
し
た
そ
う

で
す
。
こ
の
労
働
組
合
は
連

合
本
部
に
対
し
て
、「
主
権

国
家
で
あ
る
以
上
、
徴
兵
制

は
と
ら
な
い
と
い
う
立
場
を

変
え
ろ
」
と
要
求
し
た
組
合

で
す
。

　
戦
争
は
マ
ス
コ
ミ
が
攻
撃

さ
れ
た
時
、
教
育
が
握
ら
れ

た
時
、
労
働
組
合
が
戦
争
協

力
に
走
っ
た
時
に
現
実
の
も

の
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
闘

い
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
私
た

ち
は
闘
い
の
旗
を
も
っ
と
高

く
掲
げ
、
最
高
裁
決
定
を
弾

劾
し
粉
砕
し
て
前
に
進
み
、

闘
う
労
働
運
動
を
よ
み
が
え

ら
せ
る
決
意
で
す
。

降
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に

反
対
し
解
雇
撤
回
を
求
め
る

闘
い
を
、
全
国
の
多
く
の
仲

間
の
支
援
を
得
な
が
ら
30

年
、
闘
っ
て
き
ま
し
た
。
最

高
裁
は
６
月
30
日
、
１
０
４

７
名
の
解
雇
撤
回
を
求
め
る

裁
判
に
つ
い
て
、
上
告
を
棄

却
す
る
反
動
決
定
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
30
年
余
り
に
わ

た
る
闘
い
の
本
当
に
重
大
な

節
目
で
す
。

　
決
定
文
の
中
身
は
わ
ず
か

数
行
で
す
。「
上
告
人
は
憲

法
違
反
を
言
う
が
、
単
な
る

法
令
違
反
あ
る
い
は
事
実
誤

認
の
主
張
に
過
ぎ
ず
、
上
告

の
理
由
に
当
た
ら
な
い
、
し

た
が
っ
て
棄
却
す
る
」、
こ

れ
だ
け
で
す
。
私
た
ち
は
こ

の
裁
判
で
、
国
鉄
分
割
・
民

営
化
の
際
に
膨
大
な
労
働
者

を
解
雇
し
た
解
雇
の
基
準
そ

の
も
の
が
、
不
当
労
働
行
為

　
き
ょ
う
は
報
告
し
た
い
こ

と
が
あ
っ
て
こ
こ
に
来
ま
し

た
。
戦
争
法
絶
対
反
対
と
い

う
問
題
と
深
く
関
係
し
て
い

る
問
題
で
す
。

　
私
た
ち
は
１
９
８
７
年
以

険
な
状
態
に
置
い
て
い
る
か

ら
で
す
。
憲
法
９
条
改
悪
に

Ｎ
Ｏ
、
米
軍
に
Ｎ
Ｏ
を
突
き

つ
け
ま
し
ょ
う
！

　
私
は
安
倍
政
権
に
、「
米

帝
の
飼
い
犬
と
な
っ
て
言
い

な
り
に
な
る
の
は
や
め

ろ
！
」「
平
和
を
求
め
る
日

本
の
人
び
と
の
声
を
聴

け
！
」「
原
子
力
を
使
用
し

て
環
境
破
壊
す
る
の
を
や
め

ろ
！
」
と
訴
え
ま
す
。
そ
し

て
日
本
の
人
び
と
に
は
、

「
国
民
を
守
る
よ
り
も
米
帝

を
喜
ば
せ
る
こ
と
に
尽
力
し

て
い
る
政
府
に
対
し
て
立
ち

上
が
れ
！
」
と
呼
び
か
け
ま

す
。

　
国
際
連
帯
が
、
米
帝
を
打

倒
し
、
世
界
の
至
る
と
こ
ろ

に
伸
ば
し
た
そ
の
邪
悪
な
魔

の
手
を
切
り
落
と
す
唯
一
の

道
で
あ
る
―
―
世
界
中
の
人

び
と
の
こ
の
思
い
を
私
は
主

張
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は

こ
の
問
題
を
自
覚
し
て
い
る

人
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
の

で
、
私
た
ち
も
皆
さ
ん
の
支

援
の
力
が
必
要
な
の
で
す
！

　
皆
さ
ん
の
集
会
に
大
勢
の

人
が
集
ま
り
、
大
成
功
を
収

め
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
私
の
友
人
の
皆
さ
ん
と

平
和
を
求
め
る
方
た
ち
と
と

も
に
過
ご
す
、
次
回
の
訪
日

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　
連
帯
と
心
か
ら
の
思
い
を

込
め
て
。

し
た
も
の
で
、
報
道
規
制
も

土
地
、
建
物
、
物
資
の
強
制

収
用
条
項
も
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
集
団
的
自
衛
権
が

通
れ
ば
、
す
ぐ
に
そ
の
よ
う

な
状
態
に
追
い
込
ま
れ
て
し

ま
う
こ
と
は
目
に
見
え
て
い

ま
す
。

　
戦
争
を
目
的
に
も
っ
た
大

き
な
石
が
坂
道
を
転
が
り
始

め
た
。
戦
争
を
進
め
る
政
治

家
と
死
の
商
人
た
ち
が
大
石

と
な
っ
て
転
が
っ
て
く
る
。

下
に
い
る
私
た
ち
は
負
傷
す

る
か
死
ぬ
か
だ
。
そ
れ
を
避

け
る
の
は
行
動
よ
り
ほ
か
に

は
な
い
。
こ
れ
は
、
長
崎
に

生
ま
れ
た
福
田
須
磨
子
と
い

う
詩
人
の
言
葉
で
す
。

　
彼
女
は
今
か
ら
55
年
も
前

に
、
日
米
安
保
条
約
の
締
結

の
前
に
い
て
も
た
っ
て
も
い

ら
れ
な
い
と
原
爆
病
院
の
ベ

ッ
ド
の
上
で
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
書
き
つ
づ
っ
て
い
ま

す
。
今
、
そ
れ
を
集
団
的
自

衛
権
行
使
容
認
と
言
い
換
え

て
み
れ
ば
、
ま
っ
た
く
同
じ

も
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
、
し

っ
か
り
憲
法
を
守
り
、
一
人

ひ
と
り
が
自
覚
し
、
平
和
を

つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
安
倍
を
引
き
ず
り
落
と
し

て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

器
使
用
禁
止
の
文
書
に
、
日

本
は
賛
同
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
被
爆
者
の
声
に
耳
を
傾

け
る
努
力
も
し
な
い
。
日
本

の
担
い
手
の
若
者
や
子
ど
も

た
ち
の
未
来
を
脅
か
し
て
い

る
こ
と
に
も
気
づ
か
な
い
お

ろ
か
さ
を
呈
し
て
い
ま
す
。

　
安
倍
政
権
は
国
会
開
催
期

間
を
有
史
以
来
最
長
の
95
日

間
延
長
し
、
日
本
の
進
む
べ

き
道
を
踏
み
外
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。
す
で
に
２
０
０
３

年
に
有
事
法
制
が
で
き
て
い

ま
す
。
内
容
は
77
年
前
の
国

家
総
動
員
法
を
さ
ら
に
強
化

て
い
る
か
ど
う
か
。
長
崎
で

言
わ
な
け
れ
ば
本
当
に
戦
争

が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
１
９
４
５
年
８
月
６
日
、

９
日
に
投
下
さ
れ
た
原
子
爆

弾
は
そ
の
時
、
３
発
用
意
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
１
発
は
そ

の
前
に
科
学
者
に
よ
っ
て
爆

発
実
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
科
学
者
た
ち

は
、
こ
の
爆
弾
が
も
し
使
わ

れ
た
ら
地
球
滅
亡
の
一
歩
を

踏
む
で
あ
ろ
う
と
言
っ
て
、

残
り
の
２
発
を
ア
メ
リ
カ
大

統
領
は
た
だ
持
っ
て
い
て
く

だ
さ
い
と
言
っ
た
の
だ
そ
う

で
す
。

　
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
大
統

領
ト
ル
ー
マ
ン
は
そ
れ
を
簡

単
に
広
島
、
長
崎
に
投
下
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
長
崎
で

は
24
万
人
の
市
民
の
う
ち
８

万
人
が
そ
の
年
の
う
ち
に
消

え
た
の
で
す
。
８
万
人
以
外

は
原
爆
の
後
遺
症
を
持
ち
な

が
ら
生
き
続
け
、
70
年
た
っ

て
４
万
５
千
人
ぐ
ら
い
に
な

っ
て
い
ま
す
。
毎
日
が
病
気

や
不
安
と
の
闘
い
な
の
で

す
。
原
爆
が
も
た
ら
し
た
放

射
能
の
恐
ろ
し
さ
は
、
人
間

の
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も

で
き
ま
せ

ん
。

　
被
爆
国
で

あ
る
私
た
ち

日
本
の
国

が
、
核
兵
器

廃
絶
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
ら

な
け
れ
ば
い

け
な
い
の

に
、
日
本
の

国
は
そ
れ
も

や
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
国

連
で
行
わ
れ

た
核
不
拡
散

条
約
（
Ｎ
Ｐ

Ｔ
）
再
検
討

会
議
で
提
案

さ
れ
た
核
兵

動
労
総
連
合
の
青
年
を
先
頭
に
ゼ
ネ
ス
ト
を
訴
え
行
進

で
き
な
く
て
本
当
に
申
し
訳

な
く
、
残
念
に
思
い
ま
す
。

乳
が
ん
と
、
そ
し
て
ア
メ
リ

カ
の
ひ
ど
い
医
療
制
度
と
闘

っ
て
い
る
私
の
最
愛
の
妹
を

支
え
る
た
め
に
、
帝
国
主
義

の
こ
の
国
に
と
ど
ま
ら
ざ
る

を
得
な
い
の
で
す
。

　
正
義
と
平
和
を
求
め
て
絶

対
非
妥
協
で
闘
っ
て
い
る
皆

さ
ん
に
、
私
か
ら
愛
と
連
帯

を
込
め
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
ま
す
。

　
私
は
皆
さ
ん
を
と
て
も
尊

敬
し
て
い
ま
す
し
、
皆
さ
ん

と
再
び
過
ご
せ
る
時
間
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
軍
国
主

義
が
そ
の
醜
く
凶
暴
な
頭
を

持
ち
上
げ
れ
ば
、
そ
れ
に
反

対
す
べ
き
で
す
。
ア
メ
リ
カ

が
何
十
年
も
の
間
、
各
地
を

軍
事
基
地
と
し
て
利
用
し
て

き
た
日
本
で
は
断
固
と
し
て

反
対
を
唱
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
日
本
の
国
土
を
汚

染
し
、
子
ど
も
た
ち
に
弊
害

を
も
た
ら
し
、
人
び
と
を
危

　
親
愛
な
る
兄
弟
姉
妹
の
み

な
さ
ん
。

　
日
本
の
政
府
に
対
し
て
施

政
責
任
を
追
及
し
、
平
和
を

求
め
る
こ
の
歴
史
的
集
会

に
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
参
加

２
０
１
１
年
８
月
に
来
日

し
た
際
の
シ
ー
ハ
ン
さ
ん

方
々
だ
っ
た
の
で
す
。
突

然
、
３
人
に
電
話
が
か
か

り
、
簡
単
に
首
を
切
ら
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
安
倍
政
権
か
ら
何
ら
か
の

力
が
入
っ
て
き
た
の
で
は
な

い
か
。
今
年
の
市
長
の
宣
言

の
中
に
現
在
の
問
題
が
入
っ

　
今
、
長
崎
で
は
８
月
９
日

の
準
備
に
入
っ
て
い
ま
す
。

市
長
の
平
和
宣
言
は
、
市
長

の
指
名
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た

長
崎
市
民
の
代
表
が
起
草
委

員
会
を
も
っ
て
内
容
が
検
討

さ
れ
ま
す
。
第
１
回
目
の
会

合
で
市
民
は
驚
き
ま
し
た
。

去
年
の
起
草
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
の
う
ち
、
３
人
が
入
れ

替
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で

す
。
去
年
の
平
和
宣
言
は
案

の
中
に
集
団
的
自
衛
権
の
問

題
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
す
。
入
れ
替
え
さ
せ
ら
れ

た
３
人
の
方
々
は
集
団
的
自

衛
権
の
問
題
を
長
崎
で
話
さ

な
け
れ
ば
と
議
論
を
進
め
た

は
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
が
ん

ば
り
た
い
。

　
昨
年
８
月
17
日
に
は
、
私

た
ち
の
時
代
の
、
新
し
い
反

戦
の
「
バ
ー
ゼ
ル
宣
言
」
を

発
表
し
ま
し
た
。
き
ょ
う
は

そ
れ
に
続
く
、
実
践
的
な

「
バ
ー
ゼ
ル
宣
言
」
が
必
ず

こ
こ
で
宣
せ
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。

　
あ
ら
た
め
て
腕
を
強
く
組

み
、
肩
を
強
く
組
み
合
っ
て

闘
い
を
進
め
よ
う
。
が
ん
ば

り
ま
し
ょ
う
。

と
り
が
立
と
う
。

　
私
た
ち
の
つ
な
が
り
は
全

世
界
の
つ
な
が
り
に
な
る
。

自
国
の
政
府
が
戦
争
を
す
る

こ
と
を
許
さ
な
い
。
そ
の
闘

い
に
、
中
国
の
人
民
も
、
そ

し
て
朝
鮮
の
人
民
も
と
も
に

立
ち
上
が
る
時
が
今
来
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
現
に
韓
国

の
労
働
者
の
姿
を
見
て
も
そ

の
こ
と
を
感
じ
る
。
私
た
ち

ど
の
地
点
で
し
っ
か
り
と
団

結
を
す
る
こ
と
が
必
要
か
と

い
う
こ
と
を
把
握
し
き
る
集

会
に
し
た
い
。
こ
の
力
を
も

っ
て
、
彼
ら
の
暴
挙
を
許
さ

な
い
闘
い
の
先
頭
に
一
人
ひ

　
昨
年
７
月
１
日
の
集
団
的

自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決

定
の
ク
ー
デ
タ
ー
、
暴
挙
を

こ
の
国
会
で
承
認
・
成
立
さ

せ
る
。
こ
の
狙
い
を
も
っ

て
、
と
ん
で
も
な
い
国
会
が

今
始
ま
っ
て
い
る
。
委
員
会

で
の
採
決
、
そ
し
て
衆
院
本

会
議
で
の
可
決
・
成
立
が
直

近
に
迫
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
審
議
時
間
が
80
時

間
を
超
え
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
３
日
間
の
審
議
で
戦
後

を
全
否
定
す
る
、
と
ん
で
も

な
い
こ
と
が
行
わ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
私
た
ち
は
こ
れ

を
絶
対
に
許
さ
な
い
。

　
先
ほ
ど
の
記
録
映
像
を
見

て
も
、
人
民
の
歴
史
は
闘
い

の
歴
史
で
あ
り
、
世
界
を
変

え
る
歴
史
で
あ
り
、
革
命
の

歴
史
で
あ
っ
た
と
あ
ら
た
め

て
感
じ
ま
す
。
そ
の
続
き
の

中
に
私
た
ち
は
立
っ
て
い

る
。

　
私
た
ち
は
、
戦
争
を
許
す

の
か
、
許
さ
な
い
の
か
と
い

う
と
こ
ろ
に
立
っ
て
い
る
。

「
集
団
的
自
衛
権
じ
ゃ
な
く

て
個
別
的
自
衛
権
で
や
っ
て

い
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い

う
議
論
が
出
た
時
に
、
そ
れ

だ
っ
た
ら
良
い
と
い
う
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
得
な
い
。

　
戦
争
を
許
す
か
、
戦
争
を

許
さ
な
い
か
。
そ
の
た
め
に

体
を
張
る
か
ど
う
か
が
問
わ

れ
て
い
る
。
非
常
に
物
事
は

は
っ
き
り
し
て
い
る
。

　
き
ょ
う
は
私
た
ち
が
今
、

７・15韓国ゼネスト突入と連帯し 衆
院
の
採
決
強
行
を
阻
も
う

戦
争
法
阻
止
！
７・
５
大
集
会
の
発
言
か
ら

長
崎
被
爆
者

安
倍
を
引
き
ず
り
落
と
そ
う

城
臺
美
彌
子
さ

　
　
ん

許
す
な
改
憲
！
大
行
動
代
表

呼
び
か
け
人
／
弁
護
士

自
国
政
府
の
戦
争
を
許
す
な

高
山
俊
吉
さ

　
　
ん

動
労
千
葉
委
員
長

最
高
裁
上
告
棄
却
粉
砕
す
る

田
中
康
宏
さ
　
　
ん

ア
メ
リ
カ

反
戦
の
母

国
際
連
帯
が
帝
国
主
義
倒
す

シ
ン
デ
ィ
・
シ
ー
ハ
ン
さ

　
　
ん
（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
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